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松 ケ岡文庫研究年報3

駒沢大学仏教学部研究47紀要

宗学研究31

印度学仏教学研究38-1

美文会報243

宗学研究31

宗学研究31

印度学仏教学研究38-1

宗学研究31

印度 学仏教学研究38-1

宗学研究31

大和市史研究15

花園史学10

曹洞宗宗学研究紀要2

宗学研究31

纏 学院大学翻 究所 ・7
宗学研究31

聖和26

仏教史学研究32-2

宗学研究31

宗学研究31

駒 沢大学史学論集19
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道

弘

誠

欽

茂

弘

良

紹

田

瀬

岡

田

屋

原

広

船

古

守

茂

茂

屋

屋

守

守

雄

雄

雄

雄

雄

勤

輝

住

住

住

住

本

山

山

山

山

田

山

横

横

横

横

吉

勤

興道

田

田

吉

吉

日本中世における経済社会と禅宗
㊨
北関東の下剋上と曹洞宗寺院

一休 と養豊一一休論の再見討一

白隠(1～12)

道元禅師 と叡山教学(→
一叡山に於ける禅教学の推移一

道元禅師 と叡山教学(1)
一叡 山における禅教学の推移一

道元禅師と比叡山にかかわる諸問
題

興国寺仏殿における坐禅の開始時
期について

川手 ・正法寺雑感

中世美濃の禅僧希庵玄密の生涯

土岐市妻木崇禅寺調査行記録

稲沢市の禅源寺と万里集九

天寧寺関係資料(1～4)

天寧寺について大仙寺資料
道元禅師の十六条戒の成立につい
て

仏教経済研究

駒沢史学

金沢文庫研究

在家佛教

宗学研究

185

39・409

2839

439～4501～12

313

叡山学院研究紀要

印度学仏教学研究

西日本文化

美文会報

郷土研究岐阜

美文会報

美文会報

美文会報

美文会報

宗学研究

1211

38-112

2548

2503

536

2547

2569

246～9'8810～2

2503

313

*

個の匠

*

一洋山秋

雄

輔

人

人

光

弘

明

基

雄

ア

登

次

郁

之

豊

豊

裕

和

英

敏

酒

映

誠

寺

・

手

田

田

川

子

藤

国

井

ジ

木

山

東

井

池

池

小

金

近

在

櫻

ジ

鈴

外

狩野山雪筆 「寒山拾得図」(図版)
景聡臆断系抄物に見られる漢字音
注とその引用書類一虎哉本 『碧巌
録抄』を中心として一
クリスチャン禅

中峰明本自賛像をめぐって

禅茶の思想

禅茶の思想
一 『禅茶録』の現代語試訳一

大仙院方丈襖絵考

道元禅における自然観 と禅庭

沙石集の国語学的諸問題(1)

日本体育の禅的視点(そ の1)

大徳 寺の方丈建築

禅修行をしようとする欧米人の抱
える問題 と誤解

洛北庭め ぐり
一大徳寺 ・円通寺 ・実相院一

白隠法語 ことば

大和文庫

松ケ岡文庫研究年報

宗学研究

美術研究

印度学仏教学研究

花園大学研究紀要

国華

宗学研究

梅花短大国語国文
愛知学院大学教養部
紀要
近畿文化

花園大学研究紀要

近畿文化

埼玉大学紀要(人文・
社会科学)

829

32

31

343

37-2

20

Q
り

9
臼

りQ

りδ

1120～21～3

31

2

36-3

478

20

O
Q

7

0
Q

A
》

3

4789

38-13
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男

生

昭

渓

渓

田

村

村

村

永

中

中

中

男

道

一

路

司

司

渓

英

謙

俊

和

征

村

田

木

瀬

田

田

中

成

二

深

村

柳

葛飾北斎肉筆鑑賞鋤
一達磨図一幅一

数息観に関する心理学的研究(1)

明兆様の観音画像
秋月等観筆鍾楢図とその後
一狩野芳崖の作一

新出雪村筆二人物画の画様 「福禄
寿図」「東坂騎駿図」
澤木興道老師の墨蹟について

中世の武家儀礼と茶の湯

禅仏教における伝道の一考察⇔

素顔の稲葉心田管長さん
渡辺綱也氏旧蔵 『聯句抄集成』に
ついて

古美術

駒沢社会学研究

古美術

古美術

古美術

仏教経済研究

文学

教化研修

氷見春秋

松ケ岡文庫研究年報

917

213

891

904

917

185

57-22

323

2011

32

己

山

尋

士

二

克

力

千

美

竹

響

川
為

村

〔

伊

石

追

末

玉

広瀬良弘著 『禅宗地方展開史の研
究』
古田紹欽 『日本禅宗史の諸問題』
広瀬良弘著 『禅宗地方展開史の研
究』
松尾剛次著 『鎌倉新仏教の成立』
大槻幹郎 ・加藤正俊 ・林雪光 『黄藁
文化人名辞典』

日本歴史

日本歴史

史学雑誌

宗教研究

日本歴史

49710

49811

98-1111

2819

4958


